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筑波大学陸域環境研究センター出版物
の著作権について

1．筑波大学陸域環境研究センター報告等に掲載されたすべての報文等（以下，報文等と称する）の著作

権は筑波大学陸域環境研究センター（以下，本センターと称する）に帰属する．

2．本センターの出版物に掲載された報文等の全部あるいは一部を他の出版物に転載，翻訳，あるいはそ

の他のために利用する場合には，本センターに文書による利用許諾を得た上で，出所明示して利用しな

ければならない．

3．ただし，学説の展開，および教育目的の著作の中で，本センターの出版物に掲載された報文等の一部

を出所明示の上で引用する場合には，前項にかかわらず利用許諾の申請は不要とする．
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平成 14年度　陸域環境研究センター施設利用状況 （平成 15・3・31現在）
教    育    関    係 研  究   関    係

 学
 群

1.気候学・気象学実験 25人× 2回 =   50人 卒業研究利用者
　　　　　〃 19人× 1回 =   19人 自然学類 13人
2.水文学実験 30人× 3回 =   90人（工作室のみの利用者 6人を含む）
　　　　　〃 30人× 1回 =   30人

30人× 4回 = 120人 生物学類 1人
3.地球科学実験Ⅲ 58人× 2回 = 116人

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　〃 58人× 1回 =   58人
4. 計測制御工学実験 20人× 1回 =   20人
5. 地形プロセス学、同実験 15人× 6回 =   90人
6. 水資源利用学実験 20人× 7回 = 140人
7. 基礎生物学実験 I 40人× 2回 =   80人
8. 水分学野外実験 A 30人× 1回 =   30人
9. 地球物質科学実験 20人× 1回 =   20人
10.フレッシュマンセミナー（自然） 28人× 1回 =   28人
11.　　　　〃　　　　（工シス） 15人× 1回 =   15人 14人
12.　　　　〃　　　　（自然） 28人× 1回 =   28人

 延    934人

 大
 学
 院

 環境科学実習 30人× 1回 =   30人 地球科学研究科 6人
地域調査法（教育研究科） 18人× 1回 =   18人（工作室のみの利用者 1人を含む）

環境科学研究科 6人
生命環境科学研究科 4人

延     48人 16人

教
職
員

学生の指導　                        40人 地球科学系 4人
生物科学系 3人
農林工学系 3人
農林学系 1人
陸域環境研究センター 　 8人

          40人 19人

他
大
学
等

名古屋大学地球水循環研究センター 5人
鳥取大学 1人
東京都立大学 4人
スイス国立工科大学 1人
地球観測フロンティアシステム 2人
森林総合研究所 2人
農業環境技術研究所 2人
中央農業総合研究センター 1人
株式会社カイジョー 2人
川鉄アドバンテック株式会社 1人
株式会社ノンプロダクション 1人
その他 2人

24人

そ
の
他

研究会　　　　　  　      9回 延   173人
談話会・講演会　　　  22回 延   496人
機器・資料等の利用 延     17人
見学者 国内    214人

国外      11人 延   225人
利用者合計 　2,006 人
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主　　な　　行　　事

年  月  日 記        事

2002. 4. 20 科学技術週間での陸域環境研究センターの一般公開

2002. 4.30 小松陽介準研究員防災科学研究所に転出

2002. 4.30 新村典子準研究員東京理科大学に転出

2002. 5. 1 野原大輔準研究員着任

2002. 7. 1 目代邦康準研究員着任

2002. 7.17 平成 14年度第 1回運営委員会開催

2002.11.17 平成 16年度概算要求（施設費）提出

2002.12 陸域環境研究センター報告第 3号発行

2002.12.17～ 19 実験圃場の整備（草刈）

2003.  1.15～ 17 カイジョーによる圃場観測機器の定期点検

2003.  1.15～ 17 横河ウェザックによる圃場観測機器の定期点検

2003. 2.27 平成 16年度概算要求（運営費・設備費）提出

2003. 3. 3 陸域環境研究センター年次報告会開催

2003. 3. 5 フジテレビ『危機一髪 SOS』放映のための実験

2003. 3.10 平成 14年度第 2回運営委員会開催

2003. 3.14 李載錫研究員韓国建国大学に転出
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2002 年度 陸域環境研究センター談話会・巡検等の記録

2002.5.31 第 2回屋久島セミナー　　　参加者 31名

水越博子（国土地理院）「等高線から得られる屋久島の地形情報」

中野孝教（筑波大学）「世界自然遺産，屋久島生態系のカルシウム欠乏症」

2002.6.7 講演会　　　参加者 20名

野原大輔（筑波大学）「北極圏の夜空」と「暑いほど冷気が噴き出す風穴のはなし」

2002.6.15 大気境界層における乱流フラックス研究に関する講演会　　　参加者 20名

毛利英明（気象研究所）「乱流のウエーブレット解析法」

森脇　亮（東京工業大学）「ウェーブレット解析に見る、都市キャノピー乱流統計量の解析」

飯塚　悟（産業技術総合研究所） 「複雑地形上を対象とした LESによる乱流輸送特性解析」

2002.6.21 サンゴ礁セミナー　　　参加者 18名

山野博哉（国立環境研究所） 「現成サンゴ礁の層相と形成過程」

2002.7.18 講演会　　　参加者 20名

Richard P. Hooper（US Geological Survey） Towards an objective model of catchment hydrology

2002.9.6 講演会　　　参加者 15名

目代邦康（筑波大学）「山体の変形と大規模崩壊」

2002.9.20 講演会　　　参加者 10名

李　勝功（JST）「安定同位体を用いた水文生態過程の解明」

2002.10.23 講演会　　　参加者 10名

関口辰夫（国土地理院）「雪崩地形について」

2002.11.5 講演会　　　参加者 21名

Ron J. Steel（University of Wyoming） Linkage between fluvial sheetsands and their time-equivalent shoreline and

shelf sands, mesaverde group, Wyomingand N. Colorado

2002.11.8 講演会　　　参加者 29名

石井孝行（大阪教育大学）「斜面堆積物の見方」

2002.12.6 講演会　　　参加者 33名

池田　碩（奈良大学）「花崗岩地形の世界」

2003.2.17 ワークショップ「多様な地域における土壌水分モニタリングの実際」　　　参加者 20名

山中　勤（筑波大学），開發一郎（広島大学）「寒冷乾燥地域における土壌水分の TDR測定： 温度依存

性と凍結・融解の影響」

萩野谷成徳（気象研究所）「半乾燥地域における土壌水分量の測定」

河合隆行，井上光弘（鳥取大学）「砂丘地ベイドスゾーンにおける鉛直方向の土壌水分観測」

広田知良（北海道農業研究センター）「北海道における土壌水分の観測事例－寒冷気候帯における畑地、

草地、森林、積雪下、凍結土壌地帯での土壌水分の長期観測－」

杉本敦子（京都大学）「東シベリア永久凍土帯における土壌水分の観測」
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開發一郎（広島大学），Nissen, H.，Moldrup, P. （Aalborg University），山中 勤（筑波大学）「土壌水分測

定のための TDRコイルプローブの開発」

2003.2.28 講演会　　　参加者 18名

Karen Gran （University of Washington） Riparian vegetation controls on braided stream dynamics

2003.3.11 岩盤斜面の変動に関する講演会　　　参加者 21名

柏木健司（産業技術総合研究所）「重力性傾動講造の発生から進展過程」

目代邦康（筑波大学）「頁岩砂岩互層のトップリングによる斜面変形」

2003.3.27 講演会　　　参加者 5名

Meetu Agarwal （インド物理学研究所） Helium and temperature anomalies in groundwater of North Gujarat,

India: Implications to tectonics and groundwater age

2003.3.31 講演会「山の地形を考える」　　　参加者 31名

青木賢人（金沢大学）「日本山岳地形への表面照射年代の応用」

佐々木明彦（東北大学）「多雪山地偽高山帯における晩氷期以降の地表環境変遷」

川畑大作（産業技術総合研究所） 「四万十帯における地形計測」

2002.10.23 講習会「雪崩地形の空中写真判読」　　　参加者 13名

講師：関口辰夫（国土地理院）

2002.11.3 巡検「霞ヶ浦の湖岸環境の成り立ちを見る」　　　参加者 21名

案内：中村圭吾（土木研究所），村越直美（信州大学）

2002.11.4 巡検「見和層中に 2回の海水準変動を探る」　　　参加者 29名

案内：横山芳春（早稲田大学），村越直美（信州大学），大井信三（国土地理院），安藤寿男（茨城大学）

2003.11.9 巡検「筑波山地，雪入周辺の地形」　　　参加者 24名

案内：石井孝行（大阪教育大学）

2002.12.7 筑波山地巡検　　　参加者 27名

案内：池田　碩（奈良大学 )

2003.3.7 参加者 14名

最新の気象モデルに関するディスカッション .

2003.3.11 実験観察会「応力解放による山地の地形模型実験」と「岩盤クリープの二次元模型実験」

参加者 21名

講師：池田　宏，目代邦康（筑波大学）
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陸域環境研究センター　熱収支・水収支観測資料について

下記の表は学内外の利用希望者に対する利用できるデータの種類，収録期間，メディアの種

類，利用方法を示す．利用希望者は，データ利用願い (http://www.suiri.tsukuba.ac.jp/new/use/

use.html#4)を記入の上センター宛提出されたい．

＜注＞ (*) センターのコピー機を使う場合，学生用カードを使用し，同時に何枚使用したか

を 記録用ノートに記入する（利用額は後ほど，教職員の場合，本人あてに，学生の

場合，指導教官あてにそれぞれセンターから請求される）．

データの種類 収録期間 メディア 利用方法

1時間ごとの全測定項目お
よび、日平値（または日積
算）値・日最小値・日最大
値が入った月ごとのアス
キーファイル

1981年 /11月～現在 陸域環境研究センター
のホームページ

陸域環境研究センターのホームページ
(http://www.suiri.tsukuba.ac.jp/)の熱収支・水
収支観測圃場日報データベース (http://

www.suiri.tsukuba.ac.jp/hojyo/database.html)

にアクセスする．1981 ～ 2000 年のデータ
は，(http://hojyo.suiri.tsukuba.ac.jp/hojyo/

archives/data/)に，2001年～現在までのデー
タ は，(http://hojyo.suiri.tsukuba.ac.jp/hojyo/

current/) に保存されている．データは，月
単位で一つのファイルになっており，ファ
イル名のつけ方は次の通りである．Dyy-

mm.DAT，yyは年，mmは月を表している．
例えば，2002年4月のデータは，D02-04.DAT

である．

上記データのプリントア
ウト

1983年 /7月～現在 冊子体（3枚 /1日）
一冊 /3ヶ月

コピーをとるか（*）， 写し取り，利用する．
または貸し出しを行うので（一週間まで）
持ち帰って利用する．

測定項目ごとの1時間ごと
のプリントアウト

1989年 /1月～利用時の
1-2年前

冊子体
1枚 /1月

同上

各項目の日平均値のプリ
ントアウト

1989年 /1月～利用時の
1-2年前

冊子体 (センター報告 )

1ページ 1年
同上

各項目のアナログ出力を
記録したチャート

1980年 /1月～現在 チャート
一冊 /1月

コピーをとるか (*)センター内で読み取る．
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